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ノイン酸  (RA) シグナル経路がある。しかし、腎臓において RA シグナル経路が転写制
御している遺伝子について、これまで詳細な解析は行なわれていなかった。本研究で申
請者は、腎発生初期に RA によって発現が誘導される新規遺伝子を同定するため、マウ
ス胚から摘出した腎臓を単離し、培養する in vitro 培養系を立ち上げた。そして、マイ
クロアレイを用いて、単離培養した腎臓における網羅的遺伝子発現解析を行なった。そ




Elf5 は RA 応答候補遺伝子として同定した 33 個の中にも含まれており、Elf5 が RA によ
って誘導され多数の遺伝子の転写制御に関与する可能性が示唆された。つづいて、Elf5
に加えて他の RA 応答遺伝子の中から４つの遺伝子、上皮性ナトリウムチャネルのサブ
ユニットである Scnn1b, 分泌糖タンパク質 Ecm1, サイトカイン Tnfsf13b, IL-33に着目
した。これらの遺伝子の発現場所を調べるため、単離培養した腎臓を用いたホールマウ
ント in situ ハイブリダイゼーション実験を行なった。Elf5 と Scnn1b はそれぞれ尿管芽
枝幹部分で、Ecm1, Tnfsf13b ならびに IL-33 はそれぞれ間質細胞で、RA によって発現






































ー遺伝子Scnn1bについても、ホールマウント in situ ハイブリダイゼーションを
行ない、Scnn1bが尿管芽枝幹部分に発現し、RAによって発現が誘導されること
を示した。つづいて申請者は、他のRA応答遺伝子の中からEcm1, Tnfsf13bなら
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